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天体の不思議�

主
な
記
事

�防災力強化　　　  　　　���～
�市政トピックス　　　　　���～
�お知らせワイド版　　　　���～
�真庭が好きっ読者の広場　���～
�研鑽に栄誉　　　　　　　���～
�ぐるっと真庭まちの話題　���～

�月��日、日本の広い範囲で金環日食が見られました。日本国内
での観測は��年ぶり。岡山県内では部分日食の観測でしたが、こ
のチャンスを楽しもうと観察会などが開かれました。遷喬小学校
では、日食グラスやピンホールなどを使って観察が行われ、子ど
もたちは大きく欠けた太陽に「うわぁ、太陽が欠けた！空が暗く
なった」などと歓声をあげ、天体ショーを楽しみました。

真庭市内
で当日観
測された
金環日食

�：�� �：���：�� �：�� �：��
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真
庭
市
で
は
、
今
年
�
月
に
危

機
管
理
監
を
配
置
し
、
危
機
管
理

課
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
昨
年

の
東
日
本
大
震
災
や
近
年
頻
発
し

て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
、
自
然

災
害
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
素
早

く
対
応
す
る
た
め
の
危
機
管
理
体

制
強
化
が
目
的
で
す
。

　

今
年
度
は
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
・
配
布
、
避
難
場
所
看
板
設
置

な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
と
行
政
告
知
放
送
の
連

動
も
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
か
ら

の
緊
急
情
報
を
各
戸
の
告
知
放
送

端
末
へ
瞬
時
に
流
す
も
の
で
、
大

規
模
災
害
や
武
力
攻
撃
事
態
の
発

生
に
備
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
整
備
に

加
え
て
、
地
域
の
防

災
活
動
の
後
押
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
ま
ち
を
守
る
、
こ
れ

は
行
政
の
大
き
な
役
割
で
す
が
、

地
域
で
の
自
主
防
災
の
役
割
も
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
や

自
主
防
災
組
織
な
ど
、
地
域
で
の

組
織
立
っ
た
動
き
は
、
緊
急
時
に

行
政
に
は
無
い
強
み
を
発
揮
す
る

は
ず
。
真
庭
市
で
は
、
自
主
防
災

組
織
結
成
の
働
き
か
け
や
支
援
、

防
災
資
機
材
の
購
入
補
助
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
は
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
と
地
域
、
そ
し
て
市
民
一

人
一
人
の
防
災
力
の
底
上
げ
を
図

り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
で
で
き
る
、 一 
人
で
も
で
き
る

�
��
�
�
�

　

局
地
的
な
天
候
の
乱
れ
や
大
規
模
地
震
な
ど
、自
分
が
住
む
ま
ち
で
い
つ
災
害

が
起
こ
る
か
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
個
人
で
の
防

災
力
の
強
化
も
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
域
で
も
、
そ
し
て
個
人
で
も
で

き
る
防
災
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

�問
 
  
危
機
管
理
課　
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中尾昌高 危機管理監

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
は

自
主
防
災
組
織
は
不
可
欠
で
す
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自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
の

も
と
、
自
主
的
に
初
期
消
火
や
避

難
誘
導
な
ど
の
防
災
活
動
を
行
う

た
め
に
結
成
す
る
組
織
で
す
。

　

も
し
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
で

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
ら
、

ま
ち
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
災

害
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い

ほ
ど
公
共
機
関
に
よ
る
支
援
、
救

出
、
救
護
と
い
っ
た
活
動
は
制
限

さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
き
た
と
き

に
、
避
難
誘
導
や
要
援
護
者
に
対

す
る
安
否
確
認
な
ど
地
域
単
位
の

自
発
的
な
防
災
活
動
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
現
在
、
市
内
で
は　

の
��

組
織
が
結
成
さ
れ
防
災
知
識
を
深

め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災

害
に
対
し
て
地
域
で
取
り
組
む

「
自
主
防
災
組
織
」の
結
成
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

「
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ

た
い
」「
防
災
知
識
を
深
め
た
い
」

と
い
う
地
域
に
、
市
の
職
員
が
出

向
い
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。
防
災

体
制
や
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
い
つ

で
も
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

職
員
が

お
手
伝
い
し
ま
す

写真上：開田自主防災会
真庭 リバーサイ ド ホテルと福
祉避難所協定を締結（�/��）

写真下：月田自主防災会
県・市の職員による自主防災
研修会を開催（�/��）

��������	
��

����������������

地域で
備える

　

自
主
防
災
組
織
が
防
災
活
動
を
行
う
た

め
に
は
資
材
や
機
材
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
真
庭
市
で
は
、
防
災
資
機
材
を
整
備

す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
団
体　

自
主
防
災
組
織
（
市
内
の
自
治
会
な
ど
を

単
位
と
し
て
自
主
防
災
を
目
的
と
し
て
結

成
さ
れ
た
団
体
）

■
補
助
対
象
経
費

次
の
資
機
材
の
購
入
に
係
る
経
費

・
情
報
連
絡
用
具

・
消
火
用
具

・
救
出
・
救
急
用
具

・
避
難
用
具

・
給
食
・
給
水
用
具

・
収
納
庫　
　
　
　

な
ど

■
補
助
金
額

自
主
防
災
組
織
の
加
入
世
帯
数
×
千
円

　
※
交
付
を
受
け
た
年
度
の
末
日
か
ら
�

年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
再
度
こ

の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

経
費
を
助
成
し
ま
す
！

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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補助対象となる防災資機材の一例

非常食、バール、掛矢、
ヘルメット、メガホン、懐中電灯、
非常用飲用水　など



自分で
備える ������

���������������
　

自
動
的
に
送
ら
れ
て
く
る
も
の

か
ら
、
自
分
で
取
り
に
い
く
も
の

ま
で
、
防
災
情
報
に
は
各
種
あ
り

ま
す
。
知
っ
て
い
れ
ば
安
心
で
き

る
、
防
災
情
報
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
自
分
の
防
災
意
識
の
向
上

に
も
役
立
つ
は
ず
で
す
。

　

災
害
情
報
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
行
政
告
知
放
送
な
ど
で
発
信

さ
れ
ま
す
が
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
機
器
を
使
っ
て
集
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
災
害
が
発

生
し
て
か
ら
の
情
報
は
も
ち
ろ

ん
、
災
害
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
日

頃
か
ら
こ
う
し
た
情
報
に
気
を
配

る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
い
ま
真
庭

市
に
出
て
い
る
注
意
報
・
警
報

は
？
」「
今
日
の
雨
量
は
ど
れ
く
ら

い
？
」
そ
う
い
っ
た
情
報
を
事
前

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
け
ば
、
災
害

が
発
生
す
る
前
に
備
え
が
で
き
る

は
ず
で
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
市
内
各
地
に
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
観
光
目
的
だ
け
で
な
く
防
災

面
で
も
役
立
つ
よ
う
、
河
川
な
ど

に
も
増
設
し
、
現
在　

カ
所
の
状

��

況
が
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今

年
�
月
�
日
か
ら
、
エ
リ
ア
（
緊

急
速
報
）メ
ー
ル
の
運
用
も
始
め
、

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
防
災
情
報
発

信
を
進
め
て
い
ま
す
。

防災情報メール配信サービス（岡山県危機管理課）

　岡山県では、いつでも、どこでも、最新の防災情報が手
に入るメール配信サービスを行っています。気象台の発表
する各種の警報や注意報、地震・津波情報、避難情報、土
砂災害警戒情報など、役立つ情報がいっぱいです。登録は、
下のＱＲコードから岡山県防災情報システムに接続し、手
順に沿って行ってください。登録は無料です。

エ リ ア（緊急速報）メール
運用開始!��������
真庭市では、災害時の避難勧告などの
緊急情報を、真庭市全域の携帯電話に
対して配信するメールサービスを６
月１日から運用を開始しています。

Ｑ．エリア（緊急速報）メールって？
携帯電話会社が提供するサービスで、気象
庁の緊急地震速報や、国や自治体の災害・
避難情報を個人の携帯電話、スマートフォ
ンに配信します。メールの受信には、事前
の申し込みや料金などは一切不要です。

Ｑ．誰に配信されるの？
ＮＴＴドコモ、KDD I （ａｕ）、ソフトバンクの
携帯電話、スマートフォンを持っており、
緊急情報を配信したときに真庭市内にいる
人。通勤や通学、旅行などで一時的に真庭
市内にいる人にも配信されます。

Ｑ．どんな情報が配信されるの？
緊急地震速報、避難勧告や避難指示などの
緊急情報

※エリア（緊急速報）メールに対応してい
ない機種や、受信設定が必要な機種もあり
ますのでご注意ください。

携帯電話で�
キャッチ！�
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岡山県総合防災情報システム
　岡山県が提供している防災情報サイトで
す。県内の警報や注意報、緊急情報など、災
害・防災に関する情報を見ることができます。
また、河川カメラで水位情報を確認するこ
ともできます。真庭市には、備中川（下方
地内）に河川カメラが設置されています。 ｈｔｔｐ：/ /ｗｗｗ．ｂｏｕｓａｉ．ｐｒｅｆ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｂｏｕｓａｉ/

パソコンで�
チェック！�

真庭市雨量情報（市ホームページより）

　市役所の各支局庁舎など��カ所に雨量計が設置されてお
り、その最新数値がインターネットで素早く確認できます。

ｈｔｔｐ： / /ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ/ｈｔｍｌ/ｕｒｙｏｕ/

ｈｔｔｐ： / /ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ/ｗｅｂａｐｐｓ/ｗｗｗ/ｌｉｖｅ-ｃａｍ/

ライブカメラ（市ホームページより）

　市内��カ所にライブカメラを設置。地図上の丸印
をクリックすると、該当するライブカメラの画像を
見ることができます。
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「
し
ら
う
め
団
地
」は
小
高
い
丘
に
位
置

し
、
日
当
た
り
が
よ
く
生
活
環
境
が
良
好

な
団
地
で
す
。
さ
ら
に
、
購
入
し
や
す
い

価
格
設
定
と
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
制
度
で
、

真
庭
に
住
み
た
い
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
し
ら
う
め
団
地
で
新
し

い
生
活
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
要
件　

分
譲
地
購
入
後
�
年
以
内
に
、
一
戸
建
て

住
宅
を
建
て
る
人
（
住
宅
は
居
住
目
的
の

も
の
に
限
り
ま
す
）

■
申
込
期
間

随
時
受
付
し
て
い
ま
す

■
申
込
方
法

分
譲
宅
地
申
込
書
を
都
市
住
宅
課
に
提
出

（
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

■
購
入
者
の
決
定

受
付
順
に
審
査
し
て
譲
渡
を
決
定
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

真
庭
市
で
は
、「
真
庭
が
好
き
で
、
真
庭
に
住
み
た
い
」
と
い
う
あ

な
た
を
応
援
す
る
た
め
、
優
良
で
低
価
格
な
分
譲
宅
地
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
を
震
災
か
ら
守
る
た
め
、
耐

震
化
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
新
改
築
や
耐
震
改
修
工
事
を
検
討
中
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
都

市
住
宅
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�問
 
  
建
設
部
都
市
住
宅
課　

畦
崎
・
追
田

℡
�
�
�
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購入区画数に応じた割引制度
　�区画まで購入でき、�区画を同時契約することで、一方の価格
を�％減額

個人住宅の建設にかかる助成措置（平成��年度末まで）
　分譲宅地にマイホームを新築した人に補助金を交付
　①申請者または配偶者が��歳以下である場合　��万円
　②申請者に��歳以下の子どもがいる場合　�人につき��万円
　※平成��～平成��年度までの間の補助金は�分の�

完成見学会の奨励措置（平成��年度末まで）
　事業者と協力して完成見学会を開催する建築主に�万円の見学会
奨励補助金を交付

まもなく終了しますまもなく終了します

割引措置・助成制度のご紹介割引措置・助成制度のご紹介

所在地　真庭市上市瀬地内

面　積　������㎡～������㎡
　　　　（����坪～������坪）

価　格　�����円/㎡～������円/㎡
　　　　（約������/坪～������円/坪）
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真
庭
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

費
用
や
補
強
計
画
を
行
う
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

耐
震
改
修
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
も
補
助

を
始
め
ま
し
た
。地
震
か
ら
家
を
守
る「
耐

震
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
住
宅

①
市
内
に
あ
る
個
人
所
有
住
宅

②
昭
和　

年
�
月　

日
以
前
に
着
工
さ
れ

��

��

た
一
戸
建
て
住
宅
（
居
住
目
的
の
床
面
積

が
過
半
で
あ
る
こ
と
）

③
構
造
が
木
造
の
も
の
（
丸
太
組
工
法
、

建
築
基
準
法
第　

条
の
規
定
に
基
づ
く
認

��

定
工
法
の
住
宅
は
含
ま
な
い
）

④
地
上
階
数
が
�
階
以
下
の
も
の

■
申
込
期
間

随
時
受
付
し
て
い
ま
す
（
先
着
順
）

■
補
助
事
業
の
種
類

【
耐
震
診
断
】

地
震
に
対
し
て
建
物
の
安
全
性
が
ど
の
程

度
あ
る
か
を
評
価
・
判
定
す
る
も
の

【
補
強
計
画
】

耐
震
診
断
の
結
果
を
受
け
、
耐
震
補
強
工

事
の
計
画
を
立
て
る
も
の

■
補
助
金
額

【
耐
震
診
断
】

�
万
円
（
自
己
負
担
は
�
千
円
）

【
補
強
計
画
】

�
万
�
千
円（
自
己
負
担
は
�
万
�
千
円
）

※
耐
震
診
断
、
補
強
計
画
の
費
用
は
、
原

則
、
一
戸
あ
た
り
�
万
�
千
円
で
す
。

■
申
請
方
法

都
市
住
宅
課
へ
申
請
書
類
を
提
出

■
対
象
と
な
る
住
宅

耐
震
診
断
を
受
け
た
結
果
、
定
め
ら
れ
た

性
能
に
満
た
な
い
住
宅
で
、
補
強
計
画
に

従
い
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
住
宅

■
申
込
期
間

随
時
受
付
し
て
い
ま
す
（
先
着
順
）

■
補
助
金
額

耐
震
化
工
事
に
要
す
る
経
費
の
�
�
�
分

の　

で
上
限　

万
円

��

��

※
耐
震
化
工
事
に
要
す
る
経
費
は
、
�
平

方 
㍍ 
あ
た
り
�
万
�
千
�
�
�
円
が
上
限

■
申
請
方
法

都
市
住
宅
課
へ
申
請
書
類
を
提
出

※
申
請
書
類
は
都
市
住
宅
課
に
あ
り
ま

す
。（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

耐
震
診
断
・
補
強
計
画

耐
震
診
断
・
補
強
計
画

耐
震
改
修

耐
震
改
修

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

ときめきの�
しらうめ団地�

補助金制度�
まもなく終了�
します�
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トピックス�

　

第　

回
全
国
市
長
会
中
国
支
部
総
会
が
、
�
月
�
日
、

��

中
国
地
区
の　

市
長
（
代
理
含
む
）
が
出
席
し
市
内
で

��

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
へ
の
要
望
と
し
て
、
地
域
主
権

改
革
の
推
進
や
医
療
・
福
祉
行
政
の
充
実
強
化
な
ど　
��

議
案
を
全
国
市
長
会
議
へ
提
出
す
る
こ
と
を
決
議
。
ま

た
、
特
別
決
議
と
し
て
防
災
体
制
の
強
化
に
向
け
、
国

と
市
の
連
携
強
化
や
国
の
出
先
機
関
の
維
持
に
つ
い
て

も
要
望
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
翌
日
は
、
全
国
的

に
注
目
さ
れ
る
真
庭
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
施
設
（
市

役
所
本
庁
舎
や
事
業
所
）
の
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。井手市長が支部長代理として開会挨拶を行いました

全国市長会中国支部総会

中国五県の市長が来市

生
き
も
の
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

身
近
な
川
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

川で採集した昆虫を種類ごとに仕分ける参加者

　

生
き
も
の
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
�
月

　

日
、
北
房
ほ
た
る
公
園
周
辺
の
備
中
川

��で
行
わ
れ
ま
し
た
。
カ
ゲ
ロ
ウ
や
ト
ビ
ゲ

ラ
、
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ
な
ど
水
中
に
す
む

昆
虫
な
ど
を
採
集
し
、
岡
山
野
生
生
物
調

査
会
メ
ン
バ
ー
の
指
導
で
、
採
集
し
た
生

物
の
種
類
か
ら
川
の
状
態
を
判
定
。
地
元

小
学
生
や
北
房
ホ
タ
ル
保
存
会
の
会
員
な

ど
約　

人
が
参
加
し
、
ホ
タ
ル
の
生
息
す

��

る
自
然
環
境
を
見
直
し
ま
し
た
。
調
査
結

果
は
、
�
月　

日
の
ホ
タ
ル
サ
ミ
ッ
ト　

��

in

真
庭
で
パ
ネ
ル
展
示
す
る
予
定
で
す
。

�市長が集まり研究会の方針などを確認

交
付
税
制
度
研
究
会

�
市
が
集
ま
り
課
題
を
研
究

　

広
域
合
併
を
し
た
自
治
体
で
地
方
交
付

税
制
度
を
考
え
る
研
究
会
が
�
月
�
日
、

本
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
行
の
交

付
税
制
度
で
は
、
今
後
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
が
困
難
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
真

庭
市
、
美
作
市
、
安
芸
高
田
市
（
広
島
県
）、

雲
南
市
（
島
根
県
）
の
�
市
が
集
ま
り
研

究
会
を
発
足
。
鳥
取
県
と
山
口
県
の
類
似

自
治
体
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、

現
行
の
交
付
税
制
度
の
課
題
を
ま
と
め
、

算
定
方
法
の
見
直
し
な
ど
を
国
に
要
望
し

て
い
く
予
定
で
す
。



���Maniw a

市政に関する動きの一部を紹介します

真庭いきいき帰農塾開講
式が、久世公民館で開催
され、受講生��人が参加
しました。昨年の受講生
のアンケートを踏まえて
野菜・果樹に花きを加え
た�コースで��月まで行
います。終了後は第�回
講座も行いました。

�������農業へチャレンジ

平成��年度第�回省エネ
管理委員会が、本庁舎で
行われました。年度ごと
に集計した市管理施設エ
ネルギー使用量の推移な
どを確認し、取組方針を
検討。削減目標を前年度
比－�％とすることなど
が決定しました。

������全職員をあげて省エネを推進

新規就職者激励会が、本
庁舎で行われました。市
内事業所へ就職した若手
従業員約���人が参加。社
会人としての決意を新た
にしました。記念セミナ
ーでは、仕事の効率アッ
プを図るための整理学を
学びました。

�������若い発想力、行動力で活躍に期待

真庭市農業再生協議会総
会が市役所本庁舎で開か
れました。本協議会は「担
い手育成総合支援協議
会」との整理・統合を図
り、地域農業全般を支援
できる体制の構築を目指
し、「水田農業推進協議
会」から改称されました。

�������地域農業の発展を支援します

平成��年度自衛官募集相
談員委嘱式が行われ立田
雄三さん（蒜山中福田）と
中山荘司さん（上呰部）に
委嘱状を交付。志願者へ
の情報提供や募集に関す
る活動を行います。�人
を加え市内では�人の相
談員が活動しています。

�������情報提供活動や志願者確保へ期待

��
�������

　

消
防
団
員
が
消
防
器
具
の
基
本
操
作
を

習
得
し
、
そ
の
速
さ
や
正
確
さ
を
競
う
、

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
、

��
�
月　

日
、
県
消
防
学
校
（
岡
山
市
）
で

��

開
か
れ
ま
し
た
。
真
庭
市
か
ら
は
、
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
久
世
方
面
隊
が
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
、
勝
山
方
面
隊
と
落

合
方
面
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
。
大
会
に
向

け
訓
練
に
励
ん
で
き
た
選
手
ら
は
、
指
揮

者
の
号
令
の
も
と
、
迅
速
か
つ
的
確
に
ホ

ー
ス
の
展
張
や
筒
先
の
結
合
と
い
っ
た
動

作
を
披
露
し
ま
し
た
。

岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

迅
速
な
行
動
、確
実
な
操
作

的確な動作で練習の成果を披露する久世方面隊

　

平
成　

年
�
月
第
�
回
真
庭
市
議
会
定

��

例
会
（
開
催
日
�
月　

日
）
に
、
任
期
満

��

了
に
伴
う
教
育
委
員
の
人
事
案
件
が
提
出

さ
れ
、
中
井
靖
典
氏
の
再
任
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
�
月　

日
に
は
、
教
育
委
員
長

��

ら
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
第
�
回
教
育
委

員
会
を
市
役
所
本
庁
舎
で
開
催
。
教
育
委

員
長
に
小
谷
眞
人
委
員
が
、
委
員
長
職
務

代
理
者
に
中
井
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
小
谷
委
員
、
中
井
委
員
と
も

に
�
回
目
の
就
任
。
役
職
の
任
期
は
平
成

　

年
�
月　

日
か
ら
�
年
間
で
す
。

��

��

真
庭
市
教
育
委
員
会
委
員
人
事

委
員
長
と
職
務
代
理
者
を
選
任

委員長職務代理者

中   
なか

 井   靖  典  氏
い やす のり

（��歳・月田在住）

教育委員長

 小  谷   眞 人    氏
こ だに まさ と

（��歳・久世在住）
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平成��年度受講生募集市民後見人養成講座
お知らせワ イ ド
���������	����
����

������������������
��������

■日程・内容
科　目時　間研修日

開講オリエンテーション��：��～��：��

�月��日
（土）

成年後見制度の概要と成年後
見人の役割の基本的理解

��：��～��：��

日常生活自立支援事業の概要��：��～��：��

消費者被害の実態とその対応��：��～��：��

関連法律（契約・親族・相続・
遺言など）の基礎知識

��：��～��：��

�月��日
（土）

年金制度と医療保険制度の基
礎知識

��：��～��：��

県内法人後見団体などの活動
状況

��：��～��：��

対象者の理解①「認知症高齢者
の特性とその対応」

��：��～��：��

�月��日
（土）

対象者の理解②「知的障がい者
の特性とその対応」

��：��～��：��

対象の理解③「精神障がい者の
特性とその対応」

��：��～��：��

科　目時　間研修日

後見業務の実際①「申し立ての
基本的な手続きの流れ（必要書
類の収集・申し立てなどの作成）」

��：��～��：��

�月�日
（水）

後見業務の実際②「身上監護の
具体的な役割と業務」

��：��～��：��

後見業務の実際③「家庭裁判所
への報告について（報告書の作
成方法など）」

��：��～��：��

高齢者・障がい者に関する制度
などの基礎知識

��：��～��：��

後見業務の実際④「就任後の財
産管理の方法と実務（関係機関・
金融機関などとの調整方法）」

��：��～��：��
�月��日
（土）

対人援助の基礎知識と面接技
術の実際

��：��～��：��

事例検討（グループ・ディスカ
ッション）具体的事例をもとに
市民後見人としての支援のあ
り方を検討

��：��～��：��
�月��日
（土）

研修全体を振り返っての質疑
応答と意見交換・閉講行事

��：��～��：��

■対象者　成年後見制度に関心がある人
■会場　落合公民館　■定員　各日��人
■主催　ＮＰＯこうけん
■受講料　全日程参加：�����円
　希望日のみ参加：�日につき���円
■申込方法　ＮＰＯこうけんホームページ、また

　は市役所各庁舎にある受講申込書に必要事項を
　記入し、郵送またはＦＡＸで申し込み。
■申込期限　�月��日�
■申込先　ＮＰＯこうけん
　〒���-���� 真庭市五名���-� コスモスの園内
　℡ ����-��-����　Ｆ Ａ Ｘ ����-��-����

　成年後見制度とは、判断能力が十分でない高齢者、障がい者などの生活、身上監護、財産管理などを

支援し、その人に代わって契約などの法律行為を行う成年後見人を選任する制度です。福祉サービスを

利用するためにも、さまざまな契約が必要となり、親族や仕事として後見活動を行う専門職による成年

後見に加えて、担い手としての市民の役割も広がりつつあります。身近な立場で後見活動を行う「市民

後見人」を養成する講座が真庭市内で開講されます。関心がある人はお申し込みください。

�問   健康福祉部高齢者支援課　坂本　℡����-��-����  Ｆ Ａ Ｘ����-��-����
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建物の建築などには届け出が必要です良好な景観づくりのために
お知らせワ イ ド
���������	����
����

観
を
変
更
す
る
修
繕
、模
様
替
え
、

色
彩
の
変
更
】

◆
対
象
規
模

①
高
さ
が　
 
㍍ 
ま
た
は
建
築
物
と

��

一
体
と
な
っ
て
設
置
す
る
場
合
に

は
、
工
作
物
の
高
さ
が
�
㍍ 
を
越

え
る
煙
突
、
ア
ン
テ
ナ
、
電
波
塔

な
ど
②
高
さ
が
�
・
� 
㍍ 
を
越
え
る

擁
壁
、垣
、柵
、塀
な
ど
③
地
盤
面

か
ら
の
高
さ
が　
 
㍍ 
を
超
え
る
電

��

気
供
給
若
し
く
は
有
線
電
気
通
信

の
た
め
の
電
線
路
、
空
中
線
な
ど

（
そ
の
支
持
物
を
含
む
）④
表
示
面

積
の
合
計
が
�
平
方 
㍍ 
ま
た
は
高

さ
が
�
㍍
、
工
作
物
自
体
の
高
さ

が
� 
㍍ 
を
超
え
る
広
告
物
な
ど

◎
注
意
事
項　

土
石
の
採
取
、
土

地
形
質
の
変
更
な
ど
も
届
け
出
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

え
る
広
告
物
な
ど
④
地
盤
面
か
ら

の
高
さ
が　
 
㍍ 
を
超
え
る
電
気
供

��

給
若
し
く
は
有
線
電
気
通
信
の
た

め
の
電
線
路
、
空
中
線
な
ど
（
そ

の
支
持
物
を
含
む
）

《
建
築
物
》

【
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
】

◆
対
象
規
模

床
面
積
の
合
計
が　

平
方 
㍍ 
ま
た

��

は
高
さ
が
�
㍍ 
を
超
え
る
も
の

【
外
観
を
変
更
す
る
修
繕
、模
様
替

え
、
色
彩
の
変
更
】

◆
対
象
規
模

行
為
に
係
る
部
分
の
面
積
の
合
計

が　

平
方
㍍ 
を
超
え
る
も
の

��

《
工
作
物
》

【
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
と
外

《
建
築
物
》

【
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
と
外

観
を
変
更
す
る
修
繕
、模
様
替
え
、

色
彩
の
変
更
】

◆
対
象
規
模

高
さ
が　
 
㍍ 
ま
た
は
建
築
面
積
が

��

�
千
平
方
㍍
を
超
え
る
も
の

《
工
作
物
》

【
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
と
外

観
を
変
更
す
る
修
繕
、模
様
替
え
、

色
彩
の
変
更
】

◆
対
象
規
模

①
高
さ
が　
 
㍍ 
ま
た
は
築
造
面
積

��

が
�
千
平
方
㍍ 
を
超
え
る
煙
突
、

ア
ン
テ
ナ
、
電
波
塔
な
ど
②
高
さ

が
�
㍍ 
を
超
え
る
擁
壁
、
垣
、
柵
、

塀
な
ど
③
高
さ
が　
 
㍍ 
ま
た
は
表

��

示
面
積
の
合
計
が　

平
方 
㍍ 
を
超

��

 

市
全
域（
重
点
地
区
を
除
く
）

  

勝
山
重
点
景
観
づ 
く
り

 
地
区（
勝
山
町
並
み
保
存
地
区
）

�
��
��
��
��
��
��
��
��
�
���
��
��
�

　

真
庭
市
で
は
、
平
成　

年
�
月
に
景
観
計
画
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
景
観
計
画
と
は
、

��

景
観
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
方
向
性
や
ル
ー
ル
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
、
多
彩
な
伝
統
文
化
が
存
在
す
る
真
庭
市
で
、
地
域
住
民
の
日
々
の
営
み
に
よ
り
育
ま
れ
た

「
生
き
た
景
観
」
を
大
切
に
し
、
将
来
へ
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
計
画
で
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ

き
、
市
内
で
一
定
規
模
以
上
の
建
物
な
ど
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
事
前
に
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
行
為
や
規
模
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
に
は

忘
れ
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。（
届
出
受
理
後　

日
間
は
着
手
が
制
限
さ
れ
る
の
で
お
早
め
に
。）

��

�問
 
  
建
設
部
都
市
住
宅
課　

追
田
・
金
谷　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��



Maniwa ��

環境負荷の少ない生活を心掛けて�月は環境月間
お知らせワ イ ド
���������	����
����

■
受
付
期
間

�
月
�
日
�
〜
平
成　

年
�

��

月　

日
�
ま
で

��
■
申
請
方
法

環
境
課
に
申
請
書
類
を
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

や
振
興
局
、
支
局
で
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
書
な

ど
必
要
書
類
は
、
環
境
課
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
受
付
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

申
請
額
が
予
定
件
数
に
達
し

次
第
、
受
け
付
け
を
終
了
し

ま
す
。
※
平
成　

年
度
は
約

��

百
件
分
の
受
け
付
け
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
に
限
り
ま
す
。

①
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の

住
宅
（
店
舗
等
併
用
住
宅
を

含
む
）
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
、
ま
た
は
設
置

さ
れ
た
住
宅
を
購
入
し
た
人

②
平
成　

年
�
月　

日
以
降

��

��

に
、
平
成　

年
度
分
の
補
助

��

金
を
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

に
申
請
し
、
補
助
金
の
交
付

決
定
通
知
（
補
助
金
額
の
確

定
し
た
も
の
）
を
受
領
し
て

い
る
人

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

■
補
助
金
額

出
力
� 
㌔
㍗ 
あ
た
り
�
万
円

（
上
限　

万
円
ま
で
）※
千
円

��

未
満
は
切
り
捨
て
。

�
�
��
�
�
�
�
��
��
��
��
�

�
�
�
��
��
��
�
��
�
�
�
�
�

  太陽光発電システム設置イメージ

　岡山県では、毎月��日を岡山県統一ノーレジ袋デーと定め、スーパーやドラッグストア、ホームセン
ターなどの各店舗や消費者・環境団体などと協力して、買い物をした時にレジ袋をできるだけもらわな
いよう、マイバッグの持参を呼び掛けています。ノーレジ袋の取り
組みは、毎日の生活の中で誰でも簡単にできる「買い物でエコ！宣
言」です。エコバッグやふろしきなどを使って、エコな暮らしを始
めてみませんか。

�問   市民環境部環境課　柿本　℡����-��-����

　 ����日毎
月

岡 山 県統 一

レジ袋デ ーN O（マ イ バッグ持参推進日）

お店で買い物した時にもらうレジ袋。その年間使用量は�人あたり約���枚と

いわれ、使用後はほとんどが「ごみ」として捨てられています。�枚のレジ袋を

作るのには、��Ｗの電球を�時間つけられるほどの石油が使われています。

レジ袋の使用を減らすことは、レジ袋の原材料である石油の消費を抑え、ごみ

焼却によって発生するＣＯ� の排出を減らすことにつながっているんだね。

豆
知
識

　

真
庭
市
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
に

��

国
の
補
助
を
受
け
て
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
設
置
を
考
え
て
い
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�問
 
  
市
民
環
境
部
環
境
課　

柿
本　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��



���Maniwa

平成��年度保険料をご確認ください介護保険制度
お知らせワ イ ド
���������	����
����

��������スタート
　平成��年度の介護保険料（��歳以上）の納付時期となりました。普通

徴収の最初の納付期限は�月�日�です。（年金からの特別徴収は�月から

仮徴収が始まっています。）�月中旬に保険料の通知書と納付書などを送

付しますので、各納付期限までに納付してください。また、平成��年度か

らは、第�期真庭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に基づき、保

険料が改定されていますので、通知書で保険料を確認してください。

�問   健康福祉部高齢者支援課　菱川　℡����-��-����  Ｆ Ａ Ｘ����-��-����

真庭市の
介護保険料基準額

年額 �������円

平成��年�月�日�第�期

平成��年�月��日�第�期

平成��年�月��日�第�期

平成��年��月�日�第�期

平成��年��月��日�第�期

平成��年��月��日�第�期

平成��年��月��日�第�期

平成��年�月��日�第�期

平成��年�月��日�第�期

平成��年�月�日�第��期

平成��年�月��日�随時期

※通常は月末が納付期限ですが、月末が休日の場
合（第�期、第�期、第��期）は、次の平日が納
付期限となります。

平成��年度普通徴収納付期限
Q&A よくある質問
Ｑ１．介護保険料は年金から引かれるのではないのですか。
Ａ．年金額が��万円未満の人は年金から引く特別徴収がで

きないため、納付書などで納めていただく普通徴収と
なります。また新たに��歳になった人や転入などで資
格取得した人は、初めは普通徴収となります。

Ｑ２．介護サービスを利用する予定がありませんが保険料
を払わないといけないのですか。

Ａ．介護保険は介護が必要な人をみんなで支え助け合う制
度です。サービスの利用の有無にかかわらず皆さんに
負担していただく必要があります。

Ｑ３．�月で仕事をやめました。今年の介護保険料は安く
なりますか。

Ａ．今年度の介護保険料は、昨年の所得とそれにかかる住
民税の課税状況により保険料の段階が決まります。現
在の収入が保険料に反映するのは来年度となります。

第1段階�

27,240円�
基準額×0.5

27,240円�
基準額×0.5

40,860円�
基準額×0.75

49,030円�
基準額×0.9

54,480円�
基準額×1.0

68,100円�
基準額×1.25

81,720円�
基準額×1.5

第2段階� 第3段階� 第4段階� 第5段階� 第6段階� 第7段階�段階区分�

�

負担率�

�

あなたは生活保護を受けていますか？�

あなたは住民税を課税されていますか？�

同じ世帯に住民税を課税�
されている人がいますか？�

あなたは老齢福祉年金を�
受給していますか？�

あなたの課税年金収入額�
と合計所得金額の合計は�
８０万円以下ですか？�

あなたの課税年金収入額�
と合計所得金額の合計は�
８０万円以下ですか？�

あなたの前年の合計�
所得金額は１９０万円�
以上ですか？�

スタート（65歳以上）�

はい�

はい�

はい�

はい�

いいえ�

いいえ�

はい� いいえ�

はい� いいえ�

はい� いいえ�

いいえ�

いいえ�

年額�



Maniwa ��

保険料率が変更になります後期高齢者医療制度
お知らせワ イ ド
���������	����
����

��������	

�����������
　平成��年度から後期高齢者医療保険の保険料率が変更になりま

す。保険料は、�年ごとに見直すもので、原則岡山県内均一です。

保険料は、被保険者全員が負担する均等割額と被保険者の所得に

応じて負担する所得割額の合計の金額です。

�問   市民生活部市民課　戸田　℡����-��-����

気軽にご相談ください障がい者相談員をご紹介
お知らせワ イ ド
���������	����
����

����������������
　障がい者相談員は、身体障がい、知的障がいのある人、またその家族などからのさまざまな相談に応じ

て、必要な指導や助言を行っています。市内には、身体障がい者相談員が��人、知的障がい者相談員が�人

います。相談内容などプライバシーは固く守られますので、気軽にご相談ください。

�問   健康福祉部福祉課　藤本　℡����-��-����  Ｆ Ａ Ｘ����-��-����

身体障がい者相談員
知的障がい者相談員

（
一
人
あ
た
り
）�

年
間
保
険
料�

平成２３年度まで�

＝　４４,０００円＋  （所得－３３万円）×８ .５５％�均等�
割額�

所得�
割額�

平成２４～２５年度�

＝　４５,０００円＋  （所得－３３万円）×８.９７％�均等�
割額�

限度�
額�

限度�
額�

所得�
割額�

変更�
５０万円�

５５万円�

身体障がい者相談員

電話番号住所氏名地域

����-��-����阿口113
おさ だ 　　かずのり

長田　和�

北房 ����-��-����上中津井���―�
いく た 　　　のぼる

生田　　昇

����-��-����五名����
おき だ 　　のぶあき

沖田　信明

����-��-����福田���
ふくしま　　　ひろし

福島　　廣

落合
����-��-����西河内���

やまもと　　とみよし

山本　富義

����-��-����栗原����―�
 み さわ　　しげ お 

三澤　茂夫

����-��-����上河内���
みやがわ　　さち お 

宮川　幸男

����-��-����田口����
しょうじ　　かずたか

庄司　一孝

久世 ����-��-����台金屋���―�
ひろ た 　　　ただし

廣田　　正

����-��-����久世���―�
もりわき　　いつ こ  

森脇　逸子

����-��-����上����
つなしま　　しげのぶ

綱島　重宣

勝山 ����-��-����神代����
しげとう　　さだ こ 

重藤　貞子

����-��-����岡���
いけもと　　　きよし

池本　　清

����-��-����美甘����―�
あら き 　　きよとも

荒木　清知美甘

����-��-����豊栄���―�
か が み　　やすひろ

各務　泰弘湯原

����-��-����黒杭���
すぎむら　　さだ お 

杉村　眞雄湯原

����-��-����蒜山下和����
じつはら　　しず え 

實原　閑惠

蒜山
����-��-����蒜山富掛田195

いけ だ 　　ふみのぶ

池田　文宣

����-��-����蒜山中福田���―��
 さ　さ　べ なな こ 

佐々部七子

����-��-����蒜山下徳山113
やまのり　　かず こ 

山乘　和子

知的障がい者相談員

電話番号住所氏名地域

����-��-����上水田����―�
まきやま　　せつ こ 

牧山　節子北房

����-��-����下河内����
せの お 　　むね お 

妹尾　宗夫落合

����-��-����余野下���―�
なか の 　　かず こ 

中野　和子久世

����-��-����勝山���
やまさき　　はつ え 

山�　初江勝山

����-��-����鉄山���
みやもと　　じょうこう

宮本　定光美甘

����-��-����粟谷���
かなもり　　ひろ み 

金盛　廣美湯原

����-��-����蒜山吉田���
こしとうげ　　りつ こ 

越峠　律子

蒜山 ����-��-����蒜山下長田1243
 ま かべ　　のぶ え 

眞壁　伸恵

����-��-����蒜山上福田���
なかむら　　　さとし

中村　　聡



���Maniwa

提出期限は�月��日�までコミュニティ助成事業
お知らせワ イ ド
���������	����
����

◆
対
象
団
体

　

自
治
会
、
町
内
会
な
ど
の
地
域
的
な

共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
、
ま
た

は
そ
の
連
合
体
。

◆
助
成
事
業

　

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
、
地

域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
、
青
少
年

健
全
育
成
助
成
事
業
。

◆
提
出
期
限

　

�
月　

日
�
ま
で

��

◆
提
出
先

　

総
合
政
策
課
ま
た
は
振
興
局
・
各
支

局
総
務
振
興
課

◆
注
意
す
る
こ
と

　

市
に
提
出
さ
れ
た
申
請
書
類
は
、
県

を
通
し
て
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
送
ら

れ
、
審
査
・
選
定
の
上
決
定
さ
れ
ま
す
。

申
請
し
て
も
採
択
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
住
民
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
推
進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
の
助
成
を
希
望
す
る
団
体
は
、
�
月　

日
�
ま
で
に
お
申
し
込

��

��

み
く
だ
さ
い
。

�問
 
  
総
合
政
策
局
総
合
政
策
課　

吉
鶴　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
�
�
�

コ
ミ
ュ 
ニ 
テ 
ィ
活
動
に

 
ご
活
用
く
だ
さ
い

コ ミュニテ ィ助成事業一覧

※応募要件など詳しくは、お問い合わせください。

対象となる事業内容助成金額事業の区分

住民が自主的に行うコミュニテ
ィ活動に必要な施設や設備など
の整備

 ���～���万円
一般コミュニティ
助成事業

住民のコミュニティ活動を推進
するための多目的な総合施設の
新築・大規模修繕

対象事業費の
 �/�以内
上限�,���万円

コミュニティセンター
助成事業

自主防災組織などが行う地域の
防災活動に必要な施設・設備の
整備

 ��～���万円
地域防災組織育成
助成事業

青少年の健全育成に資するため、
主として小中学生が参加する事業
（�）スポーツ・
　　レクリエーション活動
（�）文化・学習活動
（�）その他コミュニティ活動

 ��～���万円
青少年健全育成
助成事業

ク イ ズ　 ○か×かでお答えください。

　�月は、食育月間です。また毎月��日は、

食育の日です。真庭市食育推進協議会では、

食育に関するクイズを行います。クイズに答

えて、食の大切さについて、みんなで考えま

しょう。

　　�問   健康福祉部健康推進課　青木

℡ ����-��-����  Ｆ Ａ Ｘ ����-��-����

◆回答方法　ハガキに①答え（○か×）②住所③氏名
　④年齢⑤電話番号を明記し、送付してください。
◆送付先　〒���-����真庭市久世����-�
　　　　　健康推進課「Ｔｈｅまにわ食育クイズ係」
◆締め切り　�月��日�まで（当日消印有効）
◆その他　全問正解者には、抽選で記念品をお送りし
ます。発表は、記念品の発送をもって代えさせてい
ただきます。

?
���昔のおやつ「はぜ」は、もち米を炒って、

はじけさせたものである。
���毎月��日は、食育の日である。
���ゼラチンの原料は、海藻である。
���トマトには、抗酸化作用のあるリコピン

という物質が含まれている。
���一日の食べる量を示している「食事バラ

ンスガイド」は、こまの形をしている。
���生活リズムを整えるためのキャッチフレー

ズは、「早ね、早おき、昼ごはん」である。
���小魚に含まれるカルシウムの吸収率は、

牛乳・乳製品より優れている。
���食中毒予防の三原則は、食中毒菌を「付け

ない・増やさない・やっつける」である。
���賞味期限と消費期限は、同じ意味である。
����「毎月��日は弁当の日」の「弁当」は、

自分でつくる弁当のことである。

～�月は食育月間～T h e ま にわ食 育クイズ
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平
成　

年
度
市
税
の
納
税
通
知

��

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
市
県
民

税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険

税
の
�
種
類
の
税
目
を
集
合
さ
せ

て
一
緒
に
納
付
す
る
方
法
で
、
�

月
か
ら
翌
年
�
月
ま
で
の　

期
で

��

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
税

通
知
書
な
ど
は
、
�
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。
口
座
振
替
の
手
続
き

を
し
て
い
る
人
は
指
定
口
座
を
通

知
書
の
住
所
欄
の
下
に
記
載
し
て

い
ま
す
。
口
座
振
替
は
�
月
�
日

�
で
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
そ
の
内

容
と
合
わ
せ
て
口
座
の
残
高
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。
現
金
納
付
を

す
る
人
は
、全
期
前
納
分
納
付
書

（
赤
）と
第
�
期
分
納
付
書（
緑
）を

送
付
し
ま
す
の
で
、ど
ち
ら
か
一
方

を
選
ん
で
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
か
ら
納
付
書
裏
面
記
載
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、　

万
円
を
超
え
る
も
の
、

��

前
納
報
奨
金
の
あ
る
も
の
な
ど
、

バ
ー
コ
ー
ド
表
示
が
な
い
も
の
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。　
　
　
　

※
平
成　

年
度
か
ら
個
人
住
民
税

��

に
つ
い
て
、　

歳
未
満
の
扶
養
控

��

除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
上
乗
せ
部

��

��

分
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

平
成　

・　

年
度
の
入
札
参
加

��

��

資
格
審
査
申
請
の
追
加
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。
対
象
は
、
建
物
な

ど
の
小
規
模
修
繕
（
大
工
・
左
官
・

屋
根
・
内
装
・
空
調
・
給
排
水
・

建
具
な
ど
）、
物
品
の
製
造
・
販
売

お
よ
び
役
務
の
提
供
に
係
る
業
種

と
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

受
付
方
法
、
必
要
書
類
な
ど
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
追
加
申
請
は
年
�
回
、
内

容
変
更
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先  
管
財
課  
佐
山

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
で
は
、
男
性
相
談
員
に

よ
る
男
性
の
た
め
の
電
話
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
問
題
、
人

間
関
係
、
生
き
方
、
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
な
ど
の
悩
み
を
お
聞
き
し

ま
す
。
誰
に
も
打
ち
明
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
ひ
と
り
で
悩
ま
な

い
で
、
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
電
話
相
談
の
み
で
す
。

■
相
談
日　

�
月
�
日
�　

■
受
付
時
間　

午
後
�
時
〜
�
時

■
専
用
相
談
電
話

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

����������	
���

���������������

���������������

�����������������

���������	

���������	


さまざまな生き物が生息できる森林
環境を目指し森林整備を行います。
当日は㈱トンボ社員も参加します。
　
■日時　 �月��日� 午前��時
※小雨決行
■場所　津黒いきものふれあいの里
■内容　午前は開校式と整備活動、
午後からは森歩きを行います
※整備活動のみの参加もできます
■参加費　無料
※昼食を希望する人は���円（中学生
以下は無料）
■持参品　かま、のこぎり、剪定ば
さみ、軍手
■服装　作業しやすい服装
■申し込み期限　�月��日�まで
■問い合わせ先　環境課　金田
　℡����-��-����

生き物いっぱいの真庭市を目指して

�
月
�
日
は
第
�
期
納
付
期
限

市
税
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

男
性
の
悩
み
相
談

毎
月
第
�
金
曜
日
が
相
談
日

トンボの森づくり
�参加者募集 ！�

温泉の恵みに感謝を込めて

���・ ����������� �����
���������������� ※雨天決行　湯原温泉街周辺�

�

※温泉街の通行規制は午前�時から午後�時��分まで行われます

■内容　恒例の砂湯の一斉大掃除や保育園児の鼓笛パレード、野点、
お笑いライブ、旅館の内湯無料開放などが行われます。

■問い合わせ先　湯原支局総務振興課　℡����-��-����
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国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
な
事
情
な
ど
に
よ

り
困
難
な
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
減

額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
平
成

　

年
度
は
、
�
月
に
「
平
成　

年

��

��

度
市
税
及
び
県
民
税
納
税
通
知

書
」
が
届
い
て
か
ら
の
申
請
と
な

り
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
に
は
、

保
険
税
の
納
期
限
の
�
日
前
ま
で

に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の

で
、
詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

【
対
象
要
件
】

①
災
害
に
よ
り
財
産
に
損
害
を
受

け
た
場
合

②
失
業
、
休
職
、
廃
業
、
疾
病
な

ど
に
よ
り
生
活
困
窮
の
場
合

③ 
収
監
さ
れ
て
い
た
場
合

※
保
険
税
減
免
の
可
否
は
、
生
活

保
護
基
準
に
よ
る
収
入
認
定
や
生

活
状
況
を
見
て
総
合
的
に
判
断
し

て
決
定
す
る
の
で
、
一
律
に
減
免

制
度
を
適
用
す
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

広
岡
・
稲
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

平
成　

年
度
分
（
平
成　

年
中

��

��

所
得
）市
県
民
税
の
所
得
証
明
書
・

控
除
証
明
書
・
課
税
証
明
書
を
�

月
�
日
�
か
ら
発
行
し
ま
す
。
証

明
書
が
必
要
な
人
は
、
市
民
課
、

振
興
局
・
各
支
局
市
民
福
祉
課
お

よ
び
各
出
張
所
で
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

市
で
は
、
専
門
相
談
員
に
よ
る

通
常
相
談
を
平
日
行
う
ほ
か
に
、

二
人
体
制
で
の
指
定
相
談
、
地
区

巡
回
相
談
を
月
に
�
回
設
け
て
い

ま
す
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
苦
情
や
多
重
債
務
で
お
困
り
の

こ
と
な
ど
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
相
談
無
料
）

【
指
定
相
談
日
】

■
日
時　

�
月
�
日
�

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

（
昼
休
有
）

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
電
話
相
談　

市
民
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

【
地
区
巡
回
相
談
日
（
落
合
）】

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
か
ら
正
午　

��

■
場
所　

落
合
支
局

■
電
話
相
談

落
合
支
局
市
民
福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
は
、
支
援
事
業
を
実
施
す
る

企
業
・
団
体
を
�
月　

日
�
ま
で

��

継
続
し
て
募
集
し
ま
す
。
対
象
と

な
る
事
業
は
、
農
林
商
工
業
間
の

連
携
に
よ
る
新
商
品
の
開
発
、
異

業
種
分
野
へ
の
新
規
参
入
や
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
を
利
用
し
た
新
技
術

の
開
発
な
ど
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課　

西
本

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■場所　白梅総合体育館
■対象者　市内と新庄村の特別支
援学級（小中学校）の児童生徒お
よび在住の支援学校生徒と卒業生
※参加者の兄弟・姉妹は対象とな
ります
■アトラクション　トランポリン、 
カローリング、ペタンクなど
※運動を行うので動きやすい服装
でお願いします
■持参品　体育館シューズ、タオ
ル、お茶（スポーツドリンクは主
催者側で準備します）
■問い合わせ先
　�真庭青年会議所
　℡����-��-����

国
民
健
康
保
険
税
減
免
制
度

申
請
が
必
要
で
す

平
成�

年
度
分
の
税
証
明
書

��

�
月
�
日
か
ら
発
行
し
ま
す

消
費
生
活
相
談

ご
相
談
く
だ
さ
い

産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
援
事
業

継
続
募
集
し
ま
す

井野口房雄：創業から株
式上場までの企業支援を
一貫して支援する専門家

財務の基礎知識やビジネスプランの実習などを講師に㈱社長室専務取締役の井野口
房雄氏を迎え学びます。また、卒業生が創業体験談を披露します。

■受講対象者　創業や経営を学びたい人など、どなたでも参加できます
■場所　真庭商工会　■定員　��人（原則として�日間出席できること）
■受講料　無料（昼食は準備してください）
■開催日　�月��日�、��日�、�月�日�、��日�（時間：午前��時から午後�時）
■申し込み先　真庭商工会　℡����-��-����

「まにわ創業カ レ ッジ�� � � 」（創業塾）受講生募集 ！

ひまわ りスポーツ
フェステ ィバル

第
�
回 

��：��受付
��：��開始��/ ���

�
�
�
�
�

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 
手
芸
教
室

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
使
い
、飾
っ
て
楽
し
い
吊
る
し
飾
り
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜
�
時

��

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

■
参
加
費　

�
�
�
円　
　

■
定
員　
　

人
��

■
申
し
込
み
期
限　

�
月　

日
�

��

■
用
意
す
る
も
の　

チ
ラ
シ
（
無
い
時
は
準
備
し
ま
す
）

　

は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
、
も
の
さ
し
、
長
針

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��



　

わ
な
や
銃
な
ど
を
使
い
、
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
を
行
う
に
は
、
狩
猟

免
許
が
必
要
で
す
。
希
望
す
る
人

は
講
習
会
を
受
講
し
、
免
許
試
験

を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
市
は
、
新
規

の
わ
な
猟
免
許
の
取
得
に
限
り
受

講
料
、
受
験
手
数
料
の
補
助
を
し

ま
す
。）

○
狩
猟
初
心
者
講
習
会

■
日
時　

�
月　

日
�　

午
前
�

��

時
〜

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
受
講
料　

�
千
円

○
狩
猟
免
許
試
験

■
日
時　

�
月
�
日
�　

午
前
�

時　

分
〜

��
■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
受
験
手
数
料　

�
千
�
�
�
円

（
今
回
受
験
す
る
以
外
の
狩
猟
免

許
を
有
す
る
場
合
に
は
�
千
�
�

�
円
）
分
の
県
収
入
証
紙

■
受
験
資
格　
　

歳
以
上
で
、
受

��

験
禁
止
項
目
に
該
当
し
な
い
人

■
場
所　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
津
山
市

大
田
�
�
�
）

■
申
し
込
み
先　

岡
山
県
美
作
県

民
局
真
庭
地
域
事
務
所
森
林
課

■
申
込
方
法　

農
林
振
興
課
、
振

興
局
、
各
支
局
や
各
猟
友
会
に
あ

る
申
込
書
に
記
入
し
、 

受
講
料
を

添
え
て
申
し
込
み

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
振
興
課　

中
島

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
試
験
日　

�
月　

日
�

��

■
試
験
種
類　

甲
種
・
乙
種

■
試
験
会
場　

岡
山
市
内（
未
定
）

■
申
込
期
間

書
面
申
請
は
、
�
月　

日
�
〜
�

��

月
�
日
�
、 

電
子
申
請
は
、
�
月

　

日
�
〜
�
月
�
日
�

��※
受
講
申
込
書
お
よ
び
受
験
願
書

は
消
防
本
部
予
防
課
と
各
分
署
に

用
意
し
て
い
ま
す
。　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
（
電
子

申
請
）
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
市
消
防

本
部
予
防
課　

森
木

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
地
方
法
務
局
で
は
全
国
一

斉
「
子
ど
も
人
権
�
�
�
番
」
強

化
週
間
の
期
間
に
お
い
て
、
電
話

の
回
線
を
増
設
し
て
電
話
相
談
を

受
け
ま
す
。

■
期
間
と
受
付
時
間

○
�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�　

��

��

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時

��

○
�
月　

日
�
〜
�
月
�
日
�　

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
連
絡
先

「
子
ど
も
人
権
�
�
�
番
」

℡
�
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
住
宅　

勝
山
地
区

原
方
�
住
宅　
 
�
Ｄ
Ｋ　

�
戸

（
昭
和　

年
建
築
）

��

■
募
集
期
間　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
ま
で

��

■
入
居
可
能
日   
�
月
中
旬（
予
定
）

　

詳
し
く
は
都
市
住
宅
課
ま
た
は

各
支
局
住
宅
担
当
窓
口
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
住
宅
課　

林

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�������

�日

�勝山病院・勝山

　����-��-����

�廣惠医院・北房

　����-��-����

 ��日

�落合病院（内）・落合

　����-��-����

�金田病院（外）・落合

　����-��-����

�宮島医院（内）・勝山

　����-��-����

��日

�近藤病院・勝山

　����-��-����

�金田病院（外）・落合

　����-��-����

��日

�金田病院・落合

　����-��-����

�石賀医院（内）・八束

　����-��-����

　

�日

�湯原温泉病院・湯原

　����-��-����

�本山医院（内）・落合

　����-��-����

����

○
消
防
設
備
士
受
験
準
備
講
習
会

■
講
習
日　

�
月　

日
�　

�
類

��

　
　
　
　
　

�
月　

日
�　

�
類

��

　
　
　
　
　

�
月　

日
�　

�
類

��

■
講
習
会
場　

Ｊ
Ａ
岡
山
本
所
ビ

ル　

�
階
ホ
ー
ル

■
申
込
期
間

　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

■
定
員　

�
�
�
人

○
消
防
設
備
士
試
験

M ani w a ��

※終了後、講演会を行います。
�演題
　あなとのことがわからない！
　脳から考える男と女の心理学
�講師
　川崎医療福祉大学医療福祉学部
　臨床心理学科教授 保野孝弘 氏
�時間　午後�時～�時��分

　真庭市
婦人大会
日時／�月��日�  午後�時～�時
会場／久世公民館大ホール
主催／真庭市婦人協議会
問い合わせ先／生涯学習課  横山
　℡����-��-����

第８回

��������	

�日　環境の日

��　芒種

��日　時の記念日

��　入梅

��日　父の日

��日　夏至

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

免
許
が
必
要
で
す

消
防
設
備
士
の
講
習
会
及
び
試
験
日

募
集
し
て
い
ま
す

子
ど
も
人
権
�
�
�
番

相
談
し
て
く
だ
さ
い

市
営
住
宅 
入
居
者
募
集
中

募
集
し
ま
す
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自
家
用
車
有
償
旅
客
運
送
事
業

に
か
か
る
運
転
者
（
第
�
種
運
転

免
許
保
持
者
）
は
、
国
土
交
通
大

臣
認
定
の
講
習
を
修
了
、
も
し
く

は
準
ず
る
講
習
を
修
了
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
〜　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

落
合
公
民
館

■
講
習
内
容　

福
祉
有
償
運
送
運

転
者
講
習
お
よ
び
セ
ダ
ン
等
運
転

者
講
習

■
定
員　
　

人
��

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
移
動
ネ
ッ
ト
お
か
や
ま

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
人
が
現
在
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
で
医
療
を
受
け
た
場

合
、
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額

の
一
部
を
公
費
負
担
す
る
「
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
公
費
負
担
制

度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①　

歳
未
満
の
子
（
高
校
在
学
中

��

で
あ
れ
ば
卒
業
ま
で
）
を
養
育
す
る

配
偶
者
の
な
い
人
お
よ
び
そ
の
子 

②
父
母
の
い
な
い　

歳
未
満
の
子

��

お
よ
び
そ
の
子
を
養
育
し
て
い
る

配
偶
者
の
な
い
人

※
前
年
所
得
税
が
非
課
税
の
人

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
黒
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
代
理
の
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
嶋
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

家
庭
内
で
の
暴
力
に
悩
ん
で
い

る
、
夫
婦
間
や
親
子
間
な
ど
、
家

庭
全
般
の
悩
み
ご
と
や
抱
え
て
い

る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
専

門
の
相
談
員
が
一
緒
に
考
え
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
火
曜
・
木
曜
日　

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

多
重
債
務
は
、
法
律
専
門
家
の

支
援
が
あ
れ
ば
解
決
で
き
る
問
題

で
す
。
弁
護
士
ま
た
は
司
法
書
士

の
面
談
方
式
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
会
を
行
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
と

し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
む
こ
と

な
く
、
勇
気
を
出
し
て
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

岡
山
県
美
作
県
民
局

（
津
山
市
山
下　

）　
��

※
予
約
不
要
。
当
日
、
会
場
で
先

着
順
に
受
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
県
民

生
活
部
く
ら
し
安
全
安
心
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　
■
受
験
資
格　

平
成　

年
�
月
�

��

日
に
お
い
て
、
高
等
学
校
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
�
年
を
経
過
し
て
な
い

人
、
お
よ
び
平
成　

年
�
月
ま
で

��

に
卒
業
予
定
の
人

■
試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

■
申
込
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み　

�
月　

日
�
〜
�
月
�
日
�
ま
で

��

○
郵
送
ま
た
は
持
参　

�
月
�
日

�
〜
�
月　

日
�

��

■
第
一
次
試
験
日　

�
月
�
日
�

■
問
い
合
わ
せ
先　

久
世
税
務
署

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
十
字
屋
グ
ル
ー
プ
よ
り
、
市
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
自
転
車
や
卓

球
台
、
こ
た
つ
な
ど
使
用
物
品
一

式
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

���������	


・ほたる公園東屋等改修工事

　（北房支局総務振興課）

　山本設備工業�…���������円

���������	


・旭水苑分離機更新工事（旭水苑）

　アタカ大機�…�����������円

����������	

・杉成地区飲用水供給施設測量設計業務

　（水道課）

　�浪速技研コンサルタント…���������円

�����������

・勝山小学校屋内運動場耐震補強・大規模改

修工事（教育総務課）

　�三木工務店…����������円

・佐引中・溝ヶ乢地区飲用水供給施設測量設

計業務（水道課）

　�日本都市工学設計…���������円

����������	

・タンチョウサブセンター実施設計・監理業務

　（環境課）

　�太田建築設計事務所…���������円

今月の掲載は、�/��、��、��、��、��日の入札実施分。

福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
会

市
内
で
開
催
し
ま
す

岡
山
県
公
費
負
担
医
療
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
支
援

年
金
相
談（
要
予
約
）

毎
月
第
�
�
�
木
曜
日
に
開
催

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

開
催
し
ま
す

国
税
庁
税
務
職
員
募
集

募
集
し
ま
す

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

毎
週
火
・
木
曜
日
が
相
談
日

女
性
相
談
・
家
庭
相
談
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昨
年
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
ド
イ

ツ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
外
国

チ
ー
ム
に
比
べ
て
体
格
、
体
力
面

で
劣
る
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
た
日

本
代
表
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」

の
初
優
勝
の
快
挙
に
は
、
大
震
災

で
混
迷
苦
悩
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ

国
民
に
夢
と
希
望
と
大
き
な
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
」の
大
黒
柱
と
し
て
、

的
確
な
状
況
判
断
と
正
確
な
キ
ッ

ク
力
で
八
面
六
臂
（
ろ
っ
ぴ
）
の

大
活
躍
を
し
た
岡
山
湯
郷
ベ
ル
の

宮
間
あ
や
選
手
の
、
サ
ッ
カ
ー
に

か
け
る
真
摯
（
し
ん
し
）
な
姿
は

多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
サ
ッ
カ
ー
に
無
縁
だ
っ
た

私
も
に
わ
か
の
宮
間
フ
ァ
ン
と
な

り
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
後
に
人
生

初
め
て
の
「
フ
ァ
ン
・
レ
タ
ー
」

を
出
し
ま
し
た
。
超
多
忙
で
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
な

か
で
、
彼
女
か
ら
嬉
し
い
便
り
が

届
き
ま
し
た
。（
感
激
）
新
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
臨
む
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
夢
舞
台
で
は
、
な
で

し
こ
魂
を
発
揮
し
て
大
輪
の
花
が

開
く
よ
う
念
願
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
故
郷
を
離
れ
た
こ
ろ
、
母

へ
よ
く
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
月

日
は
流
れ
て
、
今
で
は
娘
が
よ
く

私
に
手
紙
を
く
れ
ま
す
。
娘
が
高

校
を
終
え
て
、
ま
だ
勉
強
が
し
た

い
と
い
っ
て
四
国
に
住
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
電
話
で
話
を
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た

が
、
遠
距
離
電
話
も
ば
か
に
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
手
紙
で
は
相
手

の
声
は
も
ち
ろ
ん
聞
こ
え
ま
せ
ん

が
、
手
紙
は
読
む
と
気
持
ち
が
通

じ
て
楽
に
な
っ
て
、
次
の
便
り
が

来
る
ま
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
�
年
間
が
終
わ
っ

て
娘
は
県
内
の
学
校
に
勤
め
て
い

ま
し
た
が
、
再
び
遠
く
北
陸
の
ほ

う
に
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
運
命
と
諦
め
て
、
わ
が
家

の
こ
と
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
と
手
紙

で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
電
話

も
メ
ー
ル
も
便
利
で
す
が
、
用
件

の
み
に
し
て
お
互
い
に
手
紙
を
書

き
ま
し
た
。
も
ら
っ
た
古
手
紙
は

束
ね
て
私
の
宝
物
の
よ
う
に
持
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
笑
い
く
だ

さ
い
。

��
手 
紙
（
て
が
み
） 

�

今
月
の
テ
ー
マ

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、寄せられ
たお便り��通の中
からチ ョ イス

　

私
は
食
事
が
健
康
に
と
っ
て
い

か
に
大
切
か
を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
主
婦
の
家
庭
料
理
で
家
族

の
健
康
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
保
た
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
栄
養
素
や
カ
ロ
リ
ー

な
ど
を
研
究
も
し
つ
つ
、
家
族
の

健
康
に
役
立
ち
た
い
と
願
っ
て
、

お
い
し
く
健
康
向
上
に
役
立
つ
献

立
を
考
え
る
の
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
家
族
へ
の
目
配
り
や

気
配
り
も
主
婦
の
役
割
の
ひ
と
つ

だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
病
気
で

も
早
期
発
見
が
大
病
に
な
る
の
を

防
ぐ
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
が

家
は
親
族
・
知
人
に
医
療
に
携
わ

る
人
も
多
く
、
そ
の
面
で
は
と
て

昨年の蒜山サッカー大会

��
フ
ァ
ン
・
レ
タ
ー
�

　
 
赤
野
太
人
さ
ん（
赤
野
）

PN

お便り
お待 ちし ています !

テーマは
��虹�です 。
雨上がりの虹や、ふとし
た瞬間に見えた虹などに
ついて、���字程度でお寄
せください。写真の投稿
も大歓迎です。

川柳の兼題は
�戻る�です。
お便りは、�月号に同封
したはがきをご利用くだ
さい。川柳の締め切りは
�月��日�です。

�月号では、

�初めて��
についてお便りを募
集しています。
（�月��日締め切り）

�月号 読者の広場

��
手
紙
�　
 
寅
婆
さ
ん（
別
所
）

PN

��
家
族
の
健
康
を
願
っ
て
�

森
本
ひ
ろ
子
さ
ん（
多
田
）

▼

PN  Ryou

▼

古山ひより

▼

PN ポニー
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★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりがな）�生
年月日�住所�応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ
※◯応 ＝応募者

も
安
心
で
す
が
、
や
は
り
身
近
に

い
る
私
た
ち
主
婦
が
、
家
族
の
体

調
や
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
を

配
る
こ
と
が
大
切
。
そ
れ
を
日
々

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
家

族
の
健
康
の
た
め
の
食
事
や
気
配

り
を
し
っ
か
り
し
て
、
主
婦
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

勝
山
い
い
と
こ
絵
画
展
で
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
知
人
の
方
か

ら
、
�
冊
の
写
真
集
が
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
写
真
集
に
は「
遺

（
の
こ
）し
た
い
日
本
の
風
景
・
学

び
舎
」
と
あ
り
、
日
本
各
地
に
残

る
古
い
学
び
舎
を
収
め
た
も
の
で

し
た
。
そ
の
中
の
�
ペ
ー
ジ
に
、

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
阪
府
に

お
住
ま
い
の
方
で
す
が
、
ご
夫
婦

で
真
庭
に
こ
ら
れ
た
際
に
、
こ
の

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
の
趣
の
あ
る

建
物
が
ご
主
人
の
目
に
留
ま
っ
た

そ
う
で
す
。
写
真
が
趣
味
と
い
う

ご
主
人
が
そ
の
と
き
に
写
し
た
な

か
の
�
枚
が
、
こ
の
写
真
集
に
採

用
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
同
封
さ
れ

て
い
た
一
筆
箋
に
は
、「
誇
り
と
な

る
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
久
世

も
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で
す
ネ
」
と

書
き
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
勝

山
で
生
ま
れ
た
縁
が
つ
な
が
っ

て
、
真
庭
の
他
の
地
域
の
魅
力
も

知
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

旧遷喬尋常小学校

▼

小椋潤

▼

PN POP LOVERS

�
月
生
ま
れ
募
集
中

 押  目  夏 葵     ちゃん
おし め なつ き

Ｈ������� 生まれ（関）
◯応  明正さん（父）

 中  原  結 愛     ちゃん
なか はら ゆ あ

Ｈ������� 生まれ（栗原）
◯応  浩二さん（父）

 船  橋  空 翔     くん
ふな ばし そら と

Ｈ������� 生まれ（鍋屋）
◯応  信晴さん（父）

 大  畑 　蕾     くん
おお はた らい

Ｈ������� 生まれ（蒜山吉田）
◯応  英明さん（父）

 田  村  康 太     くん
た むら こう た

Ｈ������� 生まれ（草加部）
◯応  祐樹さん（父）

 松  原  都 紀     ちゃん
まつ ばら と き

Ｈ������� 生まれ（勝山）
◯応  浅野香代美さん（祖母）

 牧 　 煌 大     くん
まき こう だい

Ｈ������� 生まれ（鍋屋）
◯応  和子さん（母）

▼

PN えのき隊 ��号�

▼

森本歩佳

��
縁
が
つ
な
が
っ
て
�

岩
元
志
げ
子
さ
ん（
江
川
）
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��������	
　 〒���-����  真庭市鍋屋��-� エスパスセンター�階
　 ＴＥＬ����-��-����　ＦＡＸ����-��-����
　 開館時間　�：��～��：��　
　 休館日　毎週水曜日と祝日の翌日

今月のおすすめの本

生
き
も
の
が
た
く
さ
ん
い
た
よ

足
立
冬
馬
く
ん
・
蒼
生
く
ん

（
下
呰
部
）

　

備
中
川
の
生
き
も
の
調
査
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
兄
弟
で
参
加
し
ま
し

た
。
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ
や
カ
ゲ
ロ

ウ
な
ど
の
昆
虫
に
混
ざ
っ
て
、
川

の
藻
も
い
っ
ぱ
い
…
。
備
中
川
は

普
段
見
て
い
る
川
だ
け
ど
、
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
種
類
の
生
き
も

の
が
い
る
の
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
網
で
す
く
っ
た
り
、
石
の
下

に
手
を
入
れ
た
り
し
て
川
の
生
き

大
勢
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま

し
た
。
お
茶
は
加
工
す
る
と
き
の

温
度
や
圧
力
な
ど
で
微
妙
に
香
り

や
味
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
お
茶
の
奥
深
さ
や
魅
力
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
手
も
み

製
茶
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昔
の
道
具
を
使
っ
て
み
ん
な

で
お
茶
を
も
ん
で
い
る
と
、
お
互

い
に
会
話
も
弾
ん
で
楽
し
め
ま

す
。
富
原
は
お
茶
ど
こ
ろ
。
お
茶

の
良
さ
や
そ
の
歴
史
な
ど
、
も
っ

と
も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

も
の
を
追
い
か
け
て
、
と
て
も
楽

し
い
�
日
に
な
り
ま
し
た
。

待
っ
て
い
た
当
日
を
迎
え
て

高
橋　

誠
さ
ん（
種
）

　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式
で

は
、
実
行
委
員
会
三
年
団
代
表
を

と
し
て
「
カ
プ
セ
ル
掘
り
出
し
宣

言
」
を
し
ま
し
た
。
こ
の
日
が
待

ち
遠
し
く
、
カ
プ
セ
ル
を
開
け
る

時
は
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
開
け

て
み
る
と
、
中
か
ら
は
当
時
の
新

聞
や
生
徒
証
な
ど
が
出
て
き
ま
し

た
。
何
を
入
れ
た
か
覚
え
て
な
か

っ
た
の
で
す
が
、　

年
後
の
自
分

��

に
向
け
て
励
ま
し
の
手
紙
を
書
い

て
い
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

▼

植田真帆

▼

岩とうたすく

手
も
み
製
茶
で
お
茶
の
魅
力
を

梶
岡
賢
士
さ
ん（
若
代
）

　

富
原
の
お
茶
ま
つ
り
は
今
回
で

�
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も

「不登校児再生の島」
奥野修司／著　文藝春秋

沖縄本島南部の知念半島から
東へ約�キロの久高島。ここ
に「久高島留学センター」が
ある。引きこもり・いじめ・
肥満…様々な理由で不登校と
なった子が、自給自足のシン
プルな生活の中で再生してい
く。子どもを持つすべての親
に贈るノンフィクション。

「どうしてもがんばらなくてはならない
   人の徹夜完全マニュアル」
宮崎総一郎×森国巧／著　中経出版

「徹夜はしない」に越したこと
はない。睡眠不足では体にも
ダメージが、しかし期限は目前
…という場合に役立つ本。ダメ
ージを最小限に抑え、その後
普段の生活サイクルに戻す方
法を教示。そして根本的な解
決策は徹夜にならない仕事を
すること、とも教えてくれる。

「あけちゃダメ ！」
小川英子／著　新日本出版社

冷蔵庫をあけたらくろい牛が
いて「ご入り用のものはなん
ですか」だって！あんまり暑
いから夢でも見たんだ。でも
「牛乳が飲みたい」と寛太が答
えると…。冷蔵庫に牛がいて、
洗濯機に海がいる家でまき起
こる不思議なできごと。小学
校低学年から読め、大人が読
んでも楽しいお話。

▼

PN 苺大福

お知らせ （参加・入場無料）

「おはなし会ぽかぽかえほんばこ」
対象：乳幼児（毎週月曜日��：��～）

「おはなし会おはなし列車」
対象：園児・小学生（毎週土曜日 ��：��～）
今月のテーマ「お菓子」

「読書会」
対象：一般　�月��日�　時間 ��：��～��：��
今月のテーマ「山本周五郎作品（青べか物語）」他
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川 柳   「 好き」
甘
い
物
大
好
き
こ
れ
も
母
ゆ
ず
り 

久
世 

田
中
久
栄

好
き
勝
手
で
き
る
時
間
の
贅
沢
さ 

上 

青
山
萌
黄

好
き
な
趣
味
時
を
忘
れ
る
昨
日
今
日 

久
世 

庄
司
美
佐
恵

や
め
よ
う
と
思
え
ど
増
え
る
好
き
な
酒 

高
屋 

福
島　

稔

古
希
過
ぎ
て
自
分
の
顔
が
好
き
に
な
る 

久
世 

横
山
と
も
子

桜
便
り
心
浮
き
浮
き
春
が
好
き 

別
所 

小
谷
三
千
子

好
き
嫌
い
無
く
て
七
癖
持
ち
合
わ
せ 

見
尾 

樋
口
重
雄

遊
び
好
き
直
ぐ
に
O
K
桜
狩
り 

上
水
田 

悠
々

な
に
し
て
も
好
き
で
す
元
気
な
孫
の
笑
顔 

上
市
瀬 

土
屋
勝
幹

好
き
な
だ
け
食
べ
て
後
悔
す
る
肥
満 

本
郷 

菊
池
千
江
子

そ
よ
風
に
誘
わ
れ
弾
む
好
き
な
服 

鍋
屋 

小
島
よ
し
こ

好
き
だ
か
ら
待
つ
の
も
楽
し
花
時
計 

落
合
垂
水 

若
田
万
寿
子

好
き
き
ら
い
な
ん
て
知
ら
な
い
芋
の
つ
る 

社 

狩
谷
博
子

好
き
な
道
歩
め
と
笑
う
父
と
母 

樫
東 

永
田
寿
道

好
き
き
ら
い
言
わ
ず
暮
ら
し
た
五
十
年 

組 

村
松
鈴
子

好
き
な
夫
お
前
老
け
た
と
額
の
中 

蒜
山
下
和 

西
山
と
く
江

親
が
決
め
好
き
も
見
合
い
も
無
い
八
十
路 

蒜
山
下
和 

山
中
清
子

選：久世川柳会　則金　泉さん
��������	
�

▼

PN あおい

新
緑
を
わ
し
づ
か
み
！
（
�
��

�
）

��

　

新
緑
が
鮮
や
か
な
こ
の
季
節
。写
真
は
中
蒜
山
登
山
道
の
途
中
で

発
見
し
た
も
の
。�
カ
所
か
ら
四
方
八
方
に
枝
を
伸
ば
し
、ま
る
で

新
緑
を
つ
か
も
う
と
す
る
巨
人
の
手
の
よ
う
で
し
た
。

今
月
の���

真庭市栄養改善協議会の提供です

レタスチャーハン

チャーハンに旬のレタスを入れておいし
さアップ。ぜひお試しください。

今月のレシピ
提供は

織田民江 さん
（落合支部）

 材料 （２人分）

・ご飯　���ｇ　・卵 �個
・ハム　�枚　   ・生シイタケ �枚
・レタス �枚　  ・長ネギ　��ｇ
・塩・こしょう　各少々
・しょうゆ　小さじ�
・サラダ油　大さじ�

�レタスはひと口大に切る。長ネギはみ
じん切り。ハムとシイタケは適宜切る。
�ご飯に割りほぐした卵を混ぜる。
�フライパンに油を入れて熱し、�を炒
め、塩・こしょうをする。全体が淡い
黄色になったら、長ネギ・ハム・シイ
タケを加えて炒める。
�レタスを加えて炒め、レタスがしんな
りしたら、周りからしょうゆをたらし
て手早く混ぜ、器に盛る。

 作り方

▼

PN 勝中のスギちゃん

��������
　エネルギー ��� ｋｃａｌ    たんぱく質 ��ｇ  
　脂質 � �ｇ　カルシウム ���　
　食塩  � . �ｇ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
�
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寺
坂
昌
三
さ
ん
は
、
大
学
在
学

中
（
当
時　

歳
）
に
師
匠
と
な
る

��

教
授
と
出
会
い
、『
書
』を
志
し
ま

し
た
。
書
道
は
大
き
く
分
け
る
と

『
漢
字
』と『
か
な
』に
分
類
さ
れ
、

寺
坂
さ
ん
の
作
品
は『
か
な
』に
属

し
ま
す
。
書
道
を
始
め
て　

年
以

��

上
に
な
り
ま
す
が
、「　

代
な
ん

��

て
ま
だ
ま
だ
序
の
口
で
す
よ
。

『
書
』の
世
界
は　

代
、　

代
が
ざ

��

��

ら
で
す
か
ら
ね
。」と
笑
っ
て
話
す

寺
坂
さ
ん
。
現
在
は
一
年
間
に　
��

点
以
上
の
作
品
を
制
作
す
る
ほ

か
、
書
道
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
啓
発

活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
一
生
に
一
度
は
入
選
し
て
み

た
い
」
と
日
展
に　

歳
か
ら
応
募

��

を
始
め
、
諦
め
る
こ
と
な
く
応
募

を
続
け
る
こ
と　

回
、
つ
い
に
入

��

選
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も

継
続
し
て
応
募
し
、
昨
年
は
�
度

目
の
入
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
目
標
は
日
展
の
連
続
入
選
で

す
。」
と
個
人
の
目
標
は
定
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、

「
文
房
四
宝
と
呼
ば
れ
る
筆
・
墨
・

紙
・
硯
は
日
本
の
伝
統
的
な
技
法

研鑽に栄誉�

close-up

クローズ�
アップ�

を
継
承
し
て
お
り
、『
書
』
は
単

独
で
は
成
り
立
た
な
い
。
多
く
の

職
人
が
関
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う

い
っ
た
文
化
の
継
承
に
も
貢
献
し

た
い
。
ま
た
、『
書
』
は
多
く
の

人
に
難
し
い
と
い
う
先
入
観
が
あ

り
ま
す
が
、
も
っ
と
身
近
な
形
で

『
書
』
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
。」
と

言
い
ま
す
。
日
本
の
伝
統
文
化
で

あ
る
『
書
』
の
魅
力
を
後
生
に
伝

え
る
た
め
に
、
従
来
の
、
一
般
の

人
が
読
み
に
く
い
『
か
な
』
ば
か

り
で
な
く
、
時
代
に
合
っ
た
ス
タ

イ
ル
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
『
書
』
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
、
新
た
な
夢
が
描
か
れ

て
い
き
ま
す
。�寺坂さんの

お気に入りの
作品

「夢」
あなたの夢が
いつからか二
人の夢に

��
�
��
�
�
�

�
��
��
�
�
�
�
�
	�



■第��回読売書法展　かなの部　読売新聞社賞
■第��回日本書芸院展　かな部門　大賞
■第��回読売書法展　かなの部　読売新聞社賞
■第��回日本書芸院展　かな部門　大賞
■第��回日展（日本美術展覧会）　第�科（書）　入選
■第��回日展（日本美術展覧会）　第�科（書）　入選
■第��回日展（日本美術展覧会）　第�科（書）　入選
■第��回日展（日本美術展覧会）　第�科（書）　入選

【
主
な
受
賞
歴
】

▲自宅で練習する様子

寺坂昌三寺坂昌三さんさん （（����）久世） 久世

てら さか まさ みてら　  さか　 まさ　　 み
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■第��回全国���ジュニアオリンピックカップ春季水　
泳競技大会　�/��～��　東京都

　■標準記録突破により出場　写真左から：
　赤木彩乃（勝山）、廣　晴華（台金屋）、田中聖一（後谷）

■ジャパンオープン����
　�/��～��　東京都　赤木彩乃（勝山）
■第��回全国私立高等学校男女バレーボール選手権大会
　�/�～�　東京都
　■同大会中国ブロック予選大会　��/��～��　広島県
　��　美作高校　写真左から：
　福島　翼（上市瀬）、桐山和之（下方）、藤原佑起（湯原温泉）

■第��回愛鳥週間野生生物保護功労者表彰
　�/��　新潟県　環境大臣表彰
　　　　　　　　　　小林寿満夫（勝山）�

■同功労者表彰　日本鳥類保護連盟会長感謝状
　落合野鳥の会（宮林英子会長）
■第��回全国選抜ゲートボール大会
　�/��～��　鹿児島県
　■岡山県選抜により出場
　　　　　　　　立石よし子（落合垂水）�

 上を目指して（中国大会や県大会など）

■第��回全書研中国地区高等学校生徒書道展
　岡山県知事賞　山下さくら（月田）
■第��回岡山芸術文化賞　�/��　岡山市
　グランプリ　ｃｉｎｅ/ｍａｎｉｗａ（シネマニワ）
　準グランプリ　宮坂流津山銭太鼓保存会宮坂流若組
　市内関係者：山中彩花（鹿田）、森田大地（富尾）

故人に叙位・叙勲
●旭日単光章
　友定　寛さん（荒田）　��歳
　元勝山町議会議員（平成��年�月��日逝去）

●旭日単光章
　伊賀孟史さん（野原）　��歳
　元落合町議会議員（平成��年�月��日逝去）

●旭日単光章
　浜子登志雄さん（湯原温泉）　��歳
　元湯原町議会議員（平成��年�月��日逝去）

●正六位瑞宝双光章
　鈴木延寿さん（宮地）　��歳
　元北房町立北房中学校長（平成��年�月��日逝去）

■第��回神奈川大学全国高校生俳句大賞
　�/��　神奈川県　入選　長尾鴻平（鍋屋）
■第��回ＪＡＳ製品普及推進展示会　�/��　東京都
　農林水産大臣賞　
　写真左から：
　小林製材㈱（小林淳
　一社長）、 牧野木材
　工業㈱（牧野淳一郎
　社長）
■同展示会
　消費・安全局長賞
　写真左から：
　銘建工業㈱（中島浩
　一郎社長）、 山下木
　材㈱（山下豊社長）
■���ジュニアオリンピックカップ全国スキージュニア
　競技会兼����全日本ジュニアスキー選手権大会
　　　　　　　　�/��～��　北海道
　　　　　　　　■岡山県スキー連盟の推薦により出場
　　　　　　　　�緒形沙耶（湯原温泉）

■第��回全国選抜高校野球大会
　�/��～�/�　兵庫県　倉敷商業高校‐
　　　　　　　　　　　大杉侑也（禾津）�
■平成��年度第��回全国高等学校選抜卓球
　大会　�/��～��　秋田県
　■同大会中国地区予選会　�/�～�
　鳥取県　団体�位
　　　 山陽女子高校―辻 花奈子（三田）�

市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準に�
掲載させていただいています。情報をお寄せください。（敬称略）�

��
春の叙勲を受けられた方を
ご紹介します。
おめでとうございます。

北房町職員を退職後、昭和
��年から約��年間、北房町
の代表監査委員を務められ
ました。真面目に正しく、
公平に業務が遂行されるよ
う、予算の執行や物品の管
理などを点検。まちの発展
に寄与されました。

元北房町代表監査委員

 豊  田  正 發   さん（宮地）
とよ た まさ おき�����

昭和��年に落合町消防団に
入団以来��年、消防団の発
展に尽力し、分団長、副団
長などを歴任。「生命・財
産を守る」をモットーに、
強い責任感と使命感で消防
活動に従事。団員教養訓練
の強化に貢献されました。

元真庭市落合消防団副団長

  木  豪 夫   さん（西原）
き たけ お����� たか



　

�
月
�
日
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
と
春
の
草
花
観
察
会
が

蒜
山
上
徳
山
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
サ
ク
ラ
ソ
ウ

は
、
川
岸
な
ど
の
湿
気
が
多
い
野
原
に
生
え
る
多
年

草
で
、
花
び
ら
の
色
や
形
が
桜
に
似
て
い
る
植
物
で

す
。
県
の
希
少
野
生
植
物
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
採

取
を
規
制
す
る
な
ど
、
保
護
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
県
内
随
一
の
良
好
な
自
生
地
と
い
わ
れ
る
蒜

山
で
の
観
察
会
に
、
市
内
外
か
ら　

人
が
参
加
。
周

��

辺
を
散
策
し
、
講
師
の
説
明
を
受
け
た
り
、
写
真
を

撮
っ
た
り
し
て
、
草
花
観
察
を
満
喫
し
ま
し
た
。

草原特有の草花を愛でる草原特有の草花を愛でる
　サクラソウと春の草花観察会サクラソウと春の草花観察会

Maniwa ��

写真上：株を踏まないように
少し離れた場所から観察を楽
しむ参加者ら　下：かれんに
咲いたサクラソウ

立派なよろいかぶとに見入る親子連れ

　

�
月　

日
〜
�
月
�
日
、
旧
遷
喬
尋
常

��

小
学
校
で
端
午
の
節
句
（
久
世
を
愛
す
る

鯉
の
ぼ
り
の
会
主
催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
型
連
休
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
、
今
年
で

�
回
目
。
地
元
住
民
ら
が
家
で
使
わ
な
く

な
っ
た
五
月
人
形
や
鯉
の
ぼ
り
な
ど
を
講

堂
に
展
示
し
、
立
ち
寄
っ
た
家
族
連
れ
ら

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
土
日

祝
日
に
は
校
内
の
教
室
で
、
昔
な
が
ら
の

給
食
を
食
べ
ら
れ
る
懐
か
し
の
学
校
給
食

も
開
催
。
木
造
校
舎
で
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
雰
囲
気
を
堪
能
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
成
長
を
祝
う

端
午
の
節
句

駐在所に勤務する岸本司堂警部補があいさつ

地
域
安
全
の
拠
点
新
た
に

月
田
駐
在
所
開
所
式

　

新
築
移
転
し
た
月
田
駐
在
所
の
開
所
式

が
�
月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
住

��

民
や
警
察
関
係
者
な
ど
約　

人
が
参
加

��

し
、
駐
在
所
の
開
所
を
祝
い
ま
し
た
。
木

材
産
業
が
盛
ん
な
月
田
地
区
の
景
観
に
調

和
す
る
よ
う
和
風
建
築
と
し
、
真
庭
産
の

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
使
用
。
自
動
ド
ア
や
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
、
障
が
い
者
用
の
駐
車
場
も

設
置
し
、
体
の
不
自
由
な
人
に
も
配
慮
し

た
造
り
と
し
て
い
ま
す
。
安
全
で
犯
罪
が

起
き
に
く
い
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

富
原
お
茶
ま
つ
り
が
�
月　

日
、
富
原

��

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。富
原
の
お
茶
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

地
元
住
民
で
開
催
し
て
お
り
今
回
で
�
回

目
。お
茶
摘
み
体
験
や
手
も
み
製
茶
体
験
、

利
き
茶
な
ど
、
お
茶
を
楽
し
む
企
画
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
、
終
日
会
場
は
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
岡
山
県
南
か
ら
の
バ
ス

ツ
ア
ー
も
運
行
さ
れ
約　

人
が
参
加
。
真

��

庭
ブ
ラ
ン
ド
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
名
産

茶
を
買
い
求
め
る
な
ど
し
、
山
あ
い
の
春

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

地元の女子児童が扮する茶娘とお茶摘みを体験

新
茶
の
風
味
を
楽
し
ん
で

富
原
お
茶
ま
つ
り

埋めたタイムカプセルを順番に掘る出席者

　

�
月
�
日
、
二
川
中
学
校
閉
校　

周
年

��

記
念
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式
典
」（
二

川
中
学
校
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
主

催
）
が
、
旧
二
川
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
当
時
の
在
校
生　

人
と
教

��

員
�
人
、
そ
し
て
地
元
関
係
者
な
ど
を
含

め
約
�
�
�
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
堀
り

出
し
た
カ
プ
セ
ル
の
中
に
は
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
や
カ
イ
ロ
、
写
真
な
ど
が
入
っ
て
お

り
、
机
に
並
べ
ら
れ
た
思
い
出
の
品
を
関

係
者
は
手
に
取
り
、
当
時
を
思
い
出
し
て

懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

�

年
前
の
思
い
出

��

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式
典

　　長寿の秘訣はよく働くことです

川上かね代さん（上）が、

百歳を迎えられ、入所中の

施設で親族らとお祝いの会

を開きました。自家製のう

どんやそばを打つのが上手

だったため、近所の人たち

が習いに来たほどの腕前だ

ったそうです。

����

　　鉢植えで小さな春の世界を再現

北房山野草展（�月��～��

日）が北房文化センターで

開かれました。愛好会のメ

ンバー�人が���点の鉢植

えなどを展示。市内外から

訪れた来場者は、鉢植えの

中に再現された春の世界に

見入っていました。

����

　　はつらつプレーで交流深める

真庭市グラウンドゴルフ大

会が、北房運動公園で行わ

れました。毎年春と秋に開

催されており、今回で��回

目。各地域（新庄村含む）

から���人の愛好家が集ま

り、和気あいあいとプレー

を楽しみました。

����

　　身の回りのことは何でもします

��������	
��

��������	
��

��������	
��

���������	
�

���������	
�

��������	
��

��������	
��

���������	

�����

　　家族と一緒に自分史づくり

小野武美さん（見明戸）が、

百歳を迎えられ、前日は湯

原温泉で家族とお祝いの会

を開きました。食事は健康

に気をつけ、好き嫌いする

ことはありません。現在、

家族の協力で自分史を作ら

れているそうです。

�����
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���
�
�
	�

�
�

��

��

広
報
真
庭   
●
月
号

　�

が�

編
集
後
記�

　

先
日
、
取
材
で
中
蒜
山
に
登
り
ま
し

た
。
�
月
中
旬
で
し
た
が
、
頂
上
付
近

に
は
ま
だ
ま
だ
カ
タ
ク
リ
の
花
が
。 

下
山
途
中
に
す
れ
違
っ
た
ご
夫
婦
に
カ

タ
ク
リ
の
こ
と
を
話
す
と
、「
ほ
ん
と

に
！
」
と
喜
び
勇
ん
で
登
っ
て
い
き
ま

し
た
。
確
か
落
合
や
北
房
で
見
か
け
た

の
は
�
月
の
中
旬
。
真
庭
市
っ
て
広
い

な
あ
と
実
感
し
ま
し
た
。
花
も
食
べ
物

も
旬
が
長
い
真
庭
。
今
度
は
ホ
タ
ル
の

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

江
崎

　

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て

か
ら
、
早
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
あ

の
時
出
会
っ
た
人
た
ち
は
今
ど
う
し
て

い
る
の
か
、
あ
の
時
目
に
し
た
景
色
は

今
ど
ん
な
様
子
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
こ

と
が
気
に
な
っ
て
東
北
へ
の
思
い
が
強

ま
り
ま
す
。
行
っ
た
こ
と
の
な
い
地
域

も
あ
る
し
、車
で
行
っ
て
み
よ
う
か
な
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
を
使
っ
て
、
久
し

ぶ
り
に
東
北
へ
足
を
伸
ば
し
て
み
よ
う

か
と
、
ひ
そ
か
に
計
画
中
で
す
。 

福
島

　

�
�
�
�
。「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」

は
世
界
一
高
い
電
波
塔
と
し
て
�
月
に

開
業
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

安
全
面
の
紹
介
も
あ
り
、
気
に
な
っ
た

の
は『
心
柱
』。建
物
中
央
に
あ
る
柱
で
、

法
隆
寺
五
重
塔
に
も
使
わ
れ
て
い
る
伝

統
的
な
構
法
と
最
新
技
術
に
よ
る
制
振

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
も
歴
史
あ
る
広
報
に
、
分
か
り
易
い

表
現
を
心
掛
け
る
な
ど
、
高
い
意
識
で

頑
張
り
ま
す
。 

小
山

��������������	
���������

　

や
さ
し
い
光
で
わ
た
し
た
ち
の
心
を
癒
し

て
く
れ
る
ホ
タ
ル
。
市
内
で
は
、
北
房
な
ど

南
部
で
�
月
上
旬
か
ら
、
蒜
山
な
ど
の
北
部

で
�
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
そ
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ホ
タ
ル
観
賞
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
環
境
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

あ
る
い
は
自
然
観
察
の
一
環
と
し
て
の
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
に
隣
接
す
る
津

黒
川
砂
防
公
園
（
蒜
山
下
和
）
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
動
植
物
の
生
息
域
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お

り
、
夏
は
ホ
タ
ル
の
観
賞
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
訪

れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
周
辺
に
建
物

も
少
な
く
、静
か
な
観
賞
に
は
ぴ
っ
た
り
で
す
。

�問
 
 
さ
さ
ゆ
り
館 

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

６
月
は
ホ
タ
ル
観
賞
月
間
で
す

「ほた るサミット
�������������

ホタル舞う豊かな自然
を見つめ、地域の将来
について考えるイベン
トです。
日時 �月��日� 
　　 �時～正午
場所  北房文化センター 

問い合わせ先
　北房支局総務振興課
　℡ ����-��-����

��
ヘ
イ
ケ
と
ゲ
ン
ジ
の
ホ
タ
ル
合
戦
�

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
美
し
い
鳴
き
声
を
聞

き
な
が
ら
の
ホ
タ
ル
観
賞
で
す
。

日
時　

�
月　

日
�　
　

時
〜　

時

��

��

��

場
所　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

定
員　
　

名 　

※
要
申
込
・
参
加
費

��

問
い
合
わ
せ
先　

さ
さ
ゆ
り
館 

　

℡
�
�
�
�（　

）
�
�
�
�

��

写真：新田�さん

ホタルのよく飛ぶ時間と気象条件
　　 �①午後８：３０～９：００ごろ　②午前
　　　 ０：００前後　③午前３：００前後
　　 �気温と湿度が高く風の弱い日
　
ホタル観賞で特に気をつけたいこと
　　 �無断駐車や騒音、ゴミの投棄など
　　 　地域の人に迷惑をかけない
　　 �ホタルを持ち帰らない
　　 �必要以上に車のライト、懐中電灯、
　　 　フラッシュなどをたかない

�������
北房ほたる公園（下呰部）を
はじめとした備中川沿いで
は、地元住民の保存活動に
よって、�月中にホタルの
大乱舞を見ることができま
す。公園には駐車場やトイ
レなども整備されているの
で、安心してホタルを観賞
することができます。
�問  北房支局総務振興課
　℡����-��-����


